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私たちは、室内の熱を逃がさない工夫や、風通し、日
当たりのよさなどを考えながら、快適に住める家を
造っています。また、建てた家の点検・修理や、台風
や地震などの災害から家を守る工事もしています。

こんな仕事をしています。

Web版はこちら

アイ・ホームではたらく人にインタビュー
家を建てる現場で事故やトラブルが起きな
いように、業者や職人さんに指示をだ
す工務の仕事をしています。まだ
まだ上司や先輩方のお手伝いを
している段階ですが、現場全体を
見て自分に何ができるのかを考
え、自ら動くことを心掛け
ています。

高校生の頃に企業見学をしたときから、ア
イ・ホームで働くのが夢でした。今はお客
様の建てたい家を実現するために、
図面やイメージデザイン案を作る
仕事をしています。自分の設計し
たものがお客様に気に入っていた
だけたときは、とてもやりが
いを感じます。

工務部 小野原匠さん 設計部 甲斐かれんさん

エアコン一台でも快適に暮らせる家を造っています

こんな人に向いています♪ □デザインに興味のある人　□ の工夫を研究したい人　□チームワークで仕事をしたい人建物

自分の住んでいる地域の木材を使って家を建てるとよいことがあります
宮崎県は森林が県土の76％を占める「森林県」です。なかでもスギ素材の生産量は日本一で、腐り
にくさや防湿性、シロアリへの耐久性などから住宅や建具などに広く使われています。木材は、そ
れぞれ育った環境によって、かたさや
水分の量が違います。その土地で育っ
た木材を使って家を建てると、環境の
変化がないため丈夫で長持ちする家を
造ることができます。また、遠くから車
や船で運ぶエネルギーも節約すること
ができます。

アイ・ホームでは、「マッハシステム」と
いう全館空調設備を使い、一年中快適に
暮らせる家を造っています。家庭用の壁
かけエアコン一台で冷暖房、換気、空気
浄化、加湿、除湿ができ、暑い夏も寒い
冬も、部屋間の温度差を感じることなく
過ごすことができます。省エネ性能にも
優れ、住まいはもちろん飲食店や病院、
介護施設などでも採用されています。

快適な温度に調整した空気を各部屋に
送りだします。風量もほとんど感じさ
せず心地よく過ごすことができます。

24時間空調にも関わら
ず、少ないランニングコ
ストで運行できます。

多くの人たちが力を合わせてひとつの家を造り上げています。　　　　　　　　　実際に家が建つまでの流れを見てみましょう

住宅アドバイザーがご案内しま
す。お客様の要望や家への思い
を聞き図面作りもします。

床材や壁紙などを大量のサンプ
ルから選びます。お客様に同行
し、ショールームにも行きます。

モデルハウス見学モデルハウス見学 打ち合わせ打ち合わせ

工程・品質・安全・現場管理が
おもな仕事です。図面通りに仕
上がっているかも確認します。

着工着工

家の引き渡し後に、修理やメンテ
ナンスを行います。家を建てたあ
ともしっかりフォローします。

アフターアフター

住宅アドバイザーのヒアリング
をもとに、建物の 3Dパースを
作成します。

ヒアリング・プランニングヒアリング・プランニング

構造計算をして図面を作りま
す。書類は役所に提出し、家を
建てる許可をもらいます。

設計設計

住宅アドバイザー
日髙みゆきさん

インテリアコーディネーター
舘野佳予子さん

設計士
田村尚之さん

アフター
後藤田恭士さん

営業支援
河野将二郎さん

工務
古市和弥さん

お客様の理想に近い家
造りができるように、
予算やご要望をしっか
り聞いてご提案しま
す。土地の案内や敷地
調査も行っています。

家造りでは、見た目や使
い勝手のよさも重要なポ
イントです。キッチンの
高さや色の相性など主婦
目線でアドバイスをする
こともあります。

役所から建築許可をも
らうのがおもな仕事で
す。人生でいちばん高
い買い物と言われる家
造りの力になれること
にやりがいを感じます。

家の気になる部分は、
いざ住んでみないと分
かりません。お客様の
要望で家を修繕し、感
謝の笑顔を見るのがや
りがいです。

ご契約 引き渡し

色やデザイン、インテ
リアの配置まで考えて
3D の家を造ります。
「この家を建てたい」と
言ってもらえたときは
うれしいです。

お客様の満足度を高める
ために品質管理に重点的
に取り組んでいます。質
のよい家を引き渡して、
より長く住んでいただき
たいと思っています。
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